













書館は無かったと言うのであろうか。原文に当たると“The library has been created by actual 

























りが何時からかを明らかにしてはいないが，バトラーが 1951 年に書いた Librarianship as a 
profession という論文3）では，古代・中世・ルネサンス・啓蒙時代の図書館は近代図書館の
先駆にあたるものであり，近代図書館は出来てからまだ 200 年も経たないほど新しいもの



















学院 Graduate Library School（GLS）の教授となったが，この年は GLS の雑誌 Library quarterly
が創刊された年でもあり，創刊号に GLS 教授 Douglas Waples（1893-1978）は GLS の方針な
どを述べた論文4）を寄せた。同年６月のアメリカ図書館学会（American Library Institute）5）



























いう9）。その理由に挙げられるのが産業革命であり，その背後には knowledge economy と
呼ばれる，有益な知識（useful knowledge）を牽引役とした経済の勃興がある。この説を
主張する J.Mokyr は Eighteenth Century Collections Onlin（ECCO）というデータベースを
使ってデータを集めているし10），J.L.van Zanden は Heritage of Printed Books Database（HPB）
などのデータを使って，ヨーロッパでの長期的な出版統計を作成している11）。ファン・ザ
ンデンによれば，書物の値段は 15世紀半ばから 19 世紀初頭の間に 1/10 まで下がったと














る混乱と害毒（confuse & noxia illa librorum multitudo）への嘆きが述べられている13）。17 世




プソンは1853年に C.Jewett（1816-1868）が述べた‛the diffusion of a knowledge of good books, 
and enlarging the means of public access to them’こそが図書館学の重要課題であると主張し，







































ランスの Que sais-je? という，日本では新書にあたる双書では，Ａ.マソン・Ｐ.サルヴァ
ン共著の『図書館』が 1961 年以来，版を重ねてきたが，さすがに内容が古くなったと判断







なった。GLS は 1932 年より全米の図書館の影響に関するデータを集め始め，第１報を
Library quarterly, v.２（1932）に掲載した17）。恐慌から回復した 1941 年には M.M.Herdman
が GLS に Public library in depression という学位論文を提出している。その要約が Library 
quarterly, v.13（1943）に掲載されている18）ので，簡単に紹介してみよう。全米の公共図
書館の 1930 年から 1935 年までの貸出と予算の変化を調べると，以下のことが分かった。


















                                                  
 1） 原文は HathiTrust Digital Library（http://www.hathitrust.org/）で閲覧できる。 
 2） アメリカで本書のペーパーバック版が出版されたのは 1961 年のことで，入手が容易になったのはこの年
以降のことである。 
 
3） Library quarterly, Vol.21，No.4．1951．10，p.235-247． 
 この論文は当時バトラーが用意していた Introduction to librarianship という著作の中間報告として書か
れたというが，バトラーは 1953 年に交通事故で亡くなり，もうひとつの『序説』は完成しなかった。そ
の構想は librarianship as a technology, librarianship as a science, librarianship as a humanistic discipline, 
education for librarianship の 4 章からなるはずであったという。 
 4） D.Waples.The Graduate Library School at Chicago, Library quarterly, vol.1，no.1，1931．1，p.26-36． 
 5） アメリカ図書館学会は Melvil Dewey（1851-1931）の提唱で 1905 年に設立された，メンバー100 名に限
られた図書館学会。 
 6） J.Richardson, Jr.The spirit of inquiry: the Graduate Library School at Chicago, 1921-51，American Library 
Association, 1982，p.92。この論争については吉田右子『メディアとしての図書館』日本図書館協会，2004，
p.86-89 も参照のこと。また Library journal 誌上で展開されたトンプソンとウェイプルズの論争の論文は
D.J.Ellsworth & N.D.Stevens ed. Landmarks of library literature, 1876-1976，Scarecrow Press, 1976，
p.110-131 に再録されている。 
 7） バトラーは letter の形での C.S.トンプソンへの反論を雑誌 Libraries の編集者 Mary Ahern に送ったが，長すぎ
るという理由で掲載されなかった。そこから，きちんとした1冊の本としての『図書館学序説』が生まれた
という。これについては J.Richardson, Jr.The gospel of scholarship: Pierce Butler and a critique of American 
librarianship, Scarecrow Press, 1992，p.85-86を参照のこと。 
 8） 原書は La formation de l’esprit scientifique, Paris: J.Vrin, 1938。 
 9） R.C.Allen.Global economic history; a very short introduction, Oxford University Press, 2011 を参照。
本書は『なぜ豊かな国と貧しい国が生まれたのか』という題で邦訳が刊行されている。 
10） ジョエル・モキアには The enlightened economy; Britain and the industrial revolution, 1700-1850，Yale 
University Press, 2009 や The gifts of Athena; historical origins of the knowledge economy, Princeton 
University press, 2002 といった著作がある。 
11） Ｊ.Ｌ.ファン・ザンデンには The long road to the industrial revolution; the European economy in a global 
perspective, 1000-1800，Leiden: Brill, 2009 という著作があり，Pt.3：Common workmen, philosophers and 
the birth of a European knowledge economy（p.143-201）では，出版業と経済成長の関係が広範囲な観点
から扱われている。 
12） D.Rosenberg.Early modern information overload, Journal of the history of ideas, Vol.64，No.1，2003.1，p.1-9. 
13） A.M.Blair.Too much to know, Yale University Press, 2010 を参照のこと。この本は情報過剰への対策とし
てのレファレンスブック出版の歴史が扱われている。 
14） この時，オルテガは眼鏡を忘れてきたり，書見台を倒したりと大変であったという。C.G.Sparks.Doyen of 





                                                                                                                                                           
16） P.Carbone. Les bibliothèques, Paris: Presses Universitaires de France, 2012。図書館の閉館の話は p.16
にある。 
17） The public library in the depression, Library quarterly, Vol.2，No.4，1932．10，p.321-343. 
18） M.M.Herdman.The public library in depression, Library quarterly, Vol.13，No.4，1943．10，p.310-334． 
19） R.S.Kramp. The Great Depression; its impact on forty-six large American libraries: an inquiry based on a 
content analysis of published writings of their directors.Thesis-University of Michigan, 1975．この論文は 2010
年に Library Juice Press から刊行されている。 
